
問 

　

日
本
創
成
会
議
の
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
日
本
の
将
来

像
の
リ
ポ
ー
ト
発
表
や
、

先
の
内
閣
改
造
で
「
地
方

創
成
相
」
が
創
設
さ
れ
た

が
、高
齢
社
会・人
口
減
少

時
代
に
お
け
る
本
市
の
地

域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
進
め
て
行
く
の
か
。

答 

　

こ
の
問
題
は
肌
で
感
じ

て
お
り
、
急
激
に
進
む
高

速
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
加

速
す
る
少
子
・
高
齢
化
、

人
口
減
少
等
の
社
会
情
勢

の
変
化
の
中
で
、
こ
れ
に

立
ち
向
か
う
自
治
体
連
合

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る

首
長
間
の
動
き
も
あ
る
。

　

今
の
う
ち
に
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
見
出
す
た
め
に
、
第
２

次
進
化
ま
ち
づ
く
り
検
証

委
員
会
を
昨
年
５
月
に
立

ち
上
げ
た
。
こ
の
ほ
ど
中

間
報
告
が
な
さ
れ
、
平
成

28
年
度
か
ら
始
ま
る
新
総

合
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。問 

　

中
心
市
街
地
か
ら
離
れ

た
周
辺
山
間
地
の
活
性
化

や
「
地
域
力
の
保
持
」
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く

の
か
。

答 

　

本
市
が
40
年
前
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
地
区
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
す
る
「
カ

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
構
想
」

に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
に

立
ち
返
る
よ
う
な
、
国
の

「
過
疎
集
落
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
事
業
」
に
も
期
待

し
、
地
域
の
持
つ
底
力
を

支
え
て
い
く
。

問 

　

本
市
の
地
域
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
「
癒い

や

し
、
癒い

や

さ
れ
る
田
舎
・
遠
野
郷
」

づ
く
り
を
目
指
し
、
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
考
え
は
な

い
か 

。
答 

　

今
後
も
更
に
遠
野
の

「
癒い

や

し
効
果
」
を
国
内
外

に
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
な
が
ら
定
住

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て

い
く
。

瀧本　孝一 議員
（新興会）
一括質問方式

問 

　

合
併
後
、
宮
守
町
の
観

光
地
は
め
が
ね
橋
を
除

き
、
寺
沢
高
原
や
稲
荷
穴

な
ど
、
情
報
発
信
や
施
設

の
補
修
等
の
面
で
処
遇
の

格
差
が
感
じ
ら
れ
る
。
認

識
と
今
後
の
振
興
は
。

答 

　

全
国
１
，０
３
０
ヶ
所

あ
る
道
の
駅
を
持
つ
市
町

村
等
と
連
携
し
、
地
域
振

興
と
物
語
性
を
持
っ
た
市

内
観
光
地
を
結
ぶ
面
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努

め
る
と
と
も
に
、
稲
荷
穴

か
ら
馬
越
峠
を
通
っ
て
附

馬
牛
町
に
抜
け
る
県
道
の

拡
幅
改
良
を
県
に
要
望
し

た
。

　

寺
沢
高
原
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
は
認

識
し
て
お
り
、展
望
台
等
、

施
設
の
環
境
整
備
と
安
全

点
検
を
図
っ
て
い
く
。

人
口
減
少
時
代
の

地
域
づ
く
り・

ま
ち
づ
く
り
は

問 

　

現
在
の
課
題
の
一
つ
と

し
て
、
若
い
人
が
遠
野
に

戻
れ
る
環
境
、
条
件
、
魅

力
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
国
も
就
労
の
場

の
一
極
集
中
か
ら
地
方
に

流
れ
を
転
換
す
る
施
策
を

打
ち
出
そ
う
と
し
て
い

る
。
若
者
が
残
れ
る
遠
野

市
を
ど
う
つ
く
る
か
。

答 

　

昨
年
の
市
長
選
挙
で
取

り
組
む
二
つ
の
緊
急
課
題

と
し
て
「
地
域
経
済
の
振

興
と
雇
用
の
確
保
、
交
流

人
口
の
拡
大
」
と
「
少
子

化
対
策
と
教
育
環
境
の
整

備
」
を
掲
げ
た
。
ま
た
今

年
４
月
に
「
遠
野
六
次
産

業
推
進
本
部
」
と
「
子
育

て
す
る
な
ら
遠
野
推
進
本

部
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ

の
二
つ
の
本
部
を
中
心
に

総
合
的
に
取
り
組
み
を
す

る
。問 

　

文
部
科
学
省
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
時
代
に
対
応

し
た
「
使
え
る
英
語
」
を

身
に
つ
け
た
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
し
か
し

成
績
評
価
の
あ
り
方
、
英

語
嫌
い
の
増
加
、
担
任
の

指
導
力
や
研
修
の
充
実
、

外
国
語
指
導
助
手
の
確
保

な
ど
、
課
題
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
遠
野
市
の
今

後
の
英
語
教
育
の
方
針
を

伺
う
。

答 

　
「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
、
実
践
的
な
実
力
を
身

に
つ
け
る
」
た
め
に
何
よ

り
も
重
要
な
の
は
、
指
導

す
る
教
員
の
資
質
・
能
力

向
上
で
あ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
市
の
学
力
向

上
の
中
核
で
あ
る
授
業
改

善
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

ま
た
、
県
教
委
と
連
携
し

「
中
高
連
携
英
語
力
向
上

推
進
事
業
」
の
継
続
に
よ

っ
て
効
果
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。全国学力テストの

公表方針は

石橋　達八 議員
（無会派）

一括質問方式

若
い
人
が
定
住
で
き
る

遠
野
市
の
施
策
を

問 

　

遠
野
市
教
育
委
員
会
の

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
」
公
表
の
方

針
を
聞
き
た
い
。

答 

　

学
校
別
の
公
表
は
行
わ

な
い
が
、
今
年
か
ら
学
力

テ
ス
ト
の
趣
旨
を
重
視
し

た
上
で
、
説
明
責
任
及
び

地
域
と
共
に
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
る
点
を
踏
ま

え
、
市
全
体
の
概
要
は
公

表
す
る
。
教
科
調
査
の
結

果
は
、「
概
ね
全
国
平
均
」

「
全
国
平
均
を
上
回
る
」

「
全
国
平
均
を
下
回
る
」

の
３
段
階
で
表
記
す
る
な

ど
、
９
月
中
を
目
途
に
遠

野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

市内観光地の
処遇の格差と
振興は

秋空の寺沢高原にそびえ立つ
標高1,000 ｍの展望台子どもたちの力を伸ばすため、学力向上に取り組まれている
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市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


